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第６-2 章【新規】 住民との合意形成の進め方の例

（モデル地域での検討例）    

 

 

 地形特性や防災対策、地元産業との結びつきなどの特徴を総合的に勘案して３つの

モデル地域（湖西市、伊豆市、河津町）を選定し、前章第１節に記載のとおり、住民

の意見を十分に聴けるようワークショップ形式により防災対応の検討を行った。 

 各モデル地域での検討では、有識者の助言を受けながら進めるとともに、『津波浸

水動画（P.44 参照）』や『臨時情報発表後のイメージイラスト（P.45～48 参照）』を

用いることにより、地域の災害リスクや臨時情報を住民に正しく認識・理解してもら

えるよう工夫した。 

 ３つのモデル地域は各々で特徴が異なることから、検討の手順、結果等は三者三様

であるが、特徴が類似しているモデル地域での検討例を参考にしてもらいたい。（章 

末の P.123～142 には、ワークショップの準備段階において用いた様式等を例示して

いる。） 

 

 

【参考にする検討例の選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣府ガイドライン   記載なし 

津波避難困難地域（健常者）は解消済みの市町 

 

 ⇒湖西市（P.49～） 又は 河津町（P.99～）の検討例を参考に 

津波避難困難地域は残存するが、訓練や事前準備等により避難可能としている市町

   かつ、住民参加型のワークショップを多数開催している市町 

 

 ⇒伊豆市（P.74～）の検討例を参考に 
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１．わかりやすく伝えるための工夫 

（１）津波浸水動画 

湖西市での津波浸水動画※１ 

地震発生直後（経過時間：0 分） 市街地の浸水開始（経過時間：26分） 

  
※１「静岡モデル推進検討会（湖西市）中間報告」の地元説明で用いた動画（県浜松土木事務所作成） 

 

伊豆市での津波浸水動画※２ 

地震発生直後（経過時間：0 分） 市街地の浸水開始（経過時間：7 分） 

  
 

河津町での津波浸水動画※２ 

地震発生直後（経過時間：0 分） 市街地の浸水開始（経過時間：20分） 

  
※２ 図の一部に地理院タイルを加工して使用 

    出典：地理院タイル（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html） 
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（２）臨時情報発表後のイメージイラスト（全地域共通）
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